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2017 年（H29 年）9 月 30 日（土） 

 

                             発  行 

                         長野県松本ろう学校同窓会  

 

松本ろう学校文化祭『第４７回はと祭』について、下記の 

通りお知らせします。母校からチラシ（プログラム）を頂き 

ましたので、同封します。是非『はと祭』にお越しください。 

《日 時》 

１０月 １４日（土）校内公開 

１０月 １５日（日）一般公開 

 

《場 所》長野県松本ろう学校 

〒399-0021 長野県松本市寿豊丘 820 番地 

FAX0263-85-1411 

※スリッパをご持参ください。 

同窓生作品展 場所：松本ろう学校第 2 理科室 

◆趣味で作られた『作品』(絵画、写真など)を、沢山出品してください！！  

▼１０月１５日（日）１１：３０ ～ １４：００ 

▼場所：松本ろう学校 食堂 

◆同窓会で、コーヒーを販売します。是非お出かけください。 

■同窓生作品展の準備について 

 10 月 13 日（金）の夕方（16：00 ～ 17：00）、15 日（日）の朝（8：00 ～ 9：00）、 

母校・第 2 理科室にて準備を行いますので、作品を持参して展示してください。 

※出品される方は、同窓会係 黒澤 美怜先生（FAX0263-85-1411）までご連絡ください。 

～大勢の皆様のご来場をお待ちしております～ 

 

第７５号 
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 第４７回 はと祭に向けて
長野県松本ろう学校長 洞 沢 佳 久 

蒸し暑い夏、台風の初秋か、しかし秋は実りのはずです。会員の皆様には、お変わりな 

くお過ごしでしょうか。おかげ様で、学校は８月２４日に２学期を無事スタートしました。 

さて、一人ひとりの実りをご覧いただく「はと祭」が近づいています。今年のテーマは 

「未来へ～私たちの未来を切り開け～」、子ども達がみんなで決めてくれました。まず、「私 

たちの」が良い。一人一人の「未来」は違っても、決して一人ではない。話を聴き、思い 

を感じ、横を歩いたり、手をつないだり。ちょっと遅い人がいたら少し待ってあげ、応援 

したり、助け合ったり…。それによって、一人一人の目標や未来の夢に近づいていかれる 

ように思います。そして、「切り開け」はすごい。ちょっと難しいことや大変なことも、み 

んなでがんばればできるかも知れない。人の思いを感じて、もう一歩、階段を上がること 

ができるかも知れない。これが「切り開く」ということだと思います。 

実は、今年のＰＴＡの合言葉は「つなぐ」。家庭と学校はもちろん、保護者同士や、さら 

に同窓会や地域・社会、様々な機関等ともつなげていただく皆様のお支えあってこそと思 

っています。また、教育の肝として後につないでいく（変えない）ために変えてきている 

学校組織等、そして再編整備で教育内容に大きな変化はないものの学校のあり方には変化 

が迫っている今。子どもを真ん中に、各々の立場や役割等は違っても、同じ方向を向き、 

共通の目的に向かう、そういうつながりを作っていくことが重要かと思います。同窓会の 

皆様には改修工事の進捗もご覧いただく機会にしていただき、今後とも、学校に対する変 

わらぬあたたかいご支援をお願いしたいと思います。 

きっと、このような『ひとつになる』経験が未来を支えてくれる、将来、自分に負けそ 

うになってもがんばれる、そう思います。さらに大きな願いとして、『はと』が示す平和な 

未来、世界が「ひとつになる」と良いな、とも思います。「はと祭」が、多くの方とも「ひ 

とつになる」機会になりましたら幸いです。 

▲▲△△▲▲△△▲▲△△▲▲△△▲▲△△▲▲△△▲▲△△ 

                  松本ろう学校高等部生徒会長 花 岡 智 史 

同窓会の皆様、いかがお過ごしでしょうか。今年もはと祭の時期が近づいてまいりまし 

た。歴史あるはと祭も第４７回を迎えます。 

今年のはと祭のテーマは「未来へ～私たちの未来を切り開け～」です。全校の皆さんに 

考えてもらい、このような素晴らしいテーマになりました。このテーマのもと、はと祭に 

向けてお客様に喜んでいただけるよう、一生懸命準備をしています。悔いのない、心に残 

るはと祭にしたいと思います。 

同窓会の皆様、ぜひ今年もはと祭にお越しください。児童・生徒一同、お待ちしています。 
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 6 月 18 日（日）新潟県長岡市社会福祉センター（トモシア）にて、新潟県立長岡聾学 

校同窓会（定期総会、特別講演会、懇親会）が行われ、私は講師として出席しました。 

 講演会では「小岩井是非雄先生と松本ろう学校」というテーマで、パワーポイントで説 

明したりビデオを見たりしたあと、質疑応答を行いました。たくさんの質問や感想がよせ 

られました。 

 長岡聾同窓会・前会長の田中敏栄さんと新会長の小林秀治さん、役員の方々には、講演 

会と懇親会を開いていただき、大変お世話になりました。ありがとうございました。 

（内田記） 

   

7 月 22 日（土）、千曲市「大田原マレットパーク」にて長野ろう学校同窓会と松本ろう 

学校同窓会との交流会（マレットゴルフ大会）が行われました。 

久しぶりに長野ろう学校同窓生とお会いしたり、宴会をしたりして楽しかったです。 

来年は、松本で交流会をやりたいと思っていますので、是非ご参加ください！ 

（松本ろう学校同窓会：熊谷 巧） 
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7 月 14 日（金）午後 4 時より、母校体育館にて卓球部の練習試合が行われました。昨年、 

私が寄贈しました卓球台も使い、大会出場に向けて卓球部生徒と先輩とで対戦しました。 

先輩からの指導により生徒たちの真剣に練習する様子が見られました。お疲れ様でした。 

大会の結果はどうなったでしょうか。また聞かせてください。 

（松本ろう学校同窓会役員：相澤 英人） 

  

■■□□■■□□■■□□■■□□■■□□■■□□■■□□■■ 

昭和 3 年、松本ろう学校が創立して以来、来年で 90 年目を迎えます。 

 7 月 8 日（土）夕方、母校にて開校創立 90 周年記念準備委員会が行われ、職員や PTA、 

親の会、同窓会と共に、90 周年記念事業について協議を行いました。これから毎月記念準 

備委員会を行い、記念事業を進めていく予定です。 

 

昭和 54 年 10 月 27 日、開校 50 周年記念式典、新校舎落成記念を行いました。 
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夏季デフリンピック長野県出場選手 3名（松本ろう学校出身） 

◆藤川彩夏（ふじかわ・あやか）さんは、松本ろう学校幼稚部から高等部まで在籍。現在 

は東京女子体育大学 4 年。◆中村晃大（なかむら・こうだい）さんは、松本ろう学校幼稚 

部、地域の学校を経て、筑波技術大学を卒業。現在は北安曇郡松川村役場にて勤務。◆中 

東郁葉（なかひがし・いくは）さんは、松本ろう学校幼稚部、地域の小中学校を経て、現 

在は松商学園高校 1年。 

◆藤川彩夏さん、水泳混合 4×100m（メドレーリレー）★銅メダル獲得 

◆藤川彩夏さん＆中東郁葉さん、水泳女子 4×100m（フリーリレー）5 位入賞 

◆中東郁葉さん、水泳 200m 背泳ぎ 6 位入賞 ◆中村晃大さん、陸上三段跳び 7 位入賞 

 藤川彩夏  ★銅メダル  おめでとう！ さん

   

50m バラフライ 5 位 日本新 

100m バタフライ 5 位  

200m 個人メドレー 予選落ち  

女子 400m フリーリレー 5 位  

女子 400m メドレーリレー 5 位 日本新 

混合 400m フリーリレー 予選落ち  

混合 400m メドレーリレー ★銅メダル 日本新 

 

４年前のデフリンピックと比べて今回のほうが、競技レベルが高くなり、自分のベスト 

タイムを出せばメダルを獲得できた可能性がありましたが、獲れなくて悔しい気持ちでい 

っぱいでした。女子キャンプテンとしての目標だった４００メドレーリレーで８年ぶりに 

日本新記録を出すことができました。また、２年前の世界大会で新しく追加された、混合 

リレーのメドレーリレーにバタフライとして出場しました。２年前の世界大会の時と同じ 

メンバーでリベンジし、銅メダルを獲得しました。チームの仲間の団結力で戦って夢だっ 

たメダル獲得が叶って嬉しかったです。 

２週間の長かったデフリンピックを終え、今後については、ゆっくり考えていきたいと 

思います。応援ありがとうございました。              （藤川 彩夏） 
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（松ろうキャンパス）改修工事 

 ⇒  

１階の調理室や家庭科室などを、寿台養護学校松ろうキャンパスへの改修工事が始まる。 

※調理室や家庭科室などを工芸棟に移すための改修工事を行う。 

 

 ⇒  

正門の東側（幼稚部棟）、寿台養護学校松ろうキャンパスへのため、一方通行の道路を作る。 

 

  

校庭の野球防球ネットを壊す。職員用の駐車場を作る予定。 
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平成 8 年 4 月 1 日、長野県松本ろう学校高等部専攻科が開設されましたが、平成 29 年 3 

月 31 日、残念ながら廃止することとなりました。 

【専攻科卒業生の思い出】 

第 1 回専攻科卒業生 植田 剛 

専攻科では、デザインコースの勉強をやりました。パソコンの勉強をやりましたが、絵、 

文字、形等をいろいろ作りました。先生から教えてもらって嬉しかったです。旅行もみん 

なと一緒に行きました。楽しかった思い出です。 

第 1 回専攻科卒業生：石塚 誠（旧姓：江口） 

社会で役立つように学びたいと思い、松本ろう学校専攻科の機械科に入学しました。機 

械科では、旋盤、溶接などを学びました。そのときの専攻科は開設したばかりで、学校で 

はいろいろな機械が足りず、教育センターなどへ行って学んだことを覚えています。短い 

2 年間でしたが、会社で役立つことがあり、有難い気持ちです。専攻科がなくなり、機械 

科もなくなると、学生にとって社会のために学ぶべき場がなくなり、本当に残念です。 

第 2 回専攻科卒業生：田中 みえ 

専攻科の 2 期生として入学。専攻科デザイン科情報工学コースに入学し、主にパソコン 

を使っての授業でした。プログラミング言語や C 言語など、そういった専門的な勉強をし 

ました。他に研修旅行に行ったり、県教育センターに行ってソフトを使って勉強したりし 

ました。 

パソコンも今と違って自分で入力する部分があり大変だなと思ったけど、逆に勉強にな 

りました。専攻科にいたときは、後輩に変なところを見せれないなぁと思いながら過ごし 

ました（最高学年ですしね）。専攻科で勉強したことが、今いろいろな場面で役に立つこと 

もあり、よかったなと思いました。なくなってしまうことは残念ですが、これからも母校 

のますますのご発展をお祈りしています。 

  

機械コース授業の風景      ジャスコ南松本店にて「卒業記念作品展」 

                           平成 10 年 3 月 
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お悔み申し上げます

  

●松本ろう学校出身の山﨑勝さんが、病気療養中のところ 8 月 26 日永眠いたしました。 

昭和 44 年 4 月 19 日、白馬村に生まれ、八方尾根スキー場の近く『山崎屋旅館』を経営 

し、暮らしました。子供 2 人に恵まれました。平成 29 年 8 月 26 日逝去、満 48 歳。 

松本ろう学校高等部卒業、名古屋聾学校専攻科卒業。職業は蕎麦職人。スポーツは、野 

球、スキー、ゴルフが得意でした。 

【山﨑勝様の葬儀式にて、弔辞】 

勝君、長い間、闘病生活はよく頑張ったね。 

突然のことで、まだ信じられません。 

学生時代は、毎日電車で通ったこと、本当に楽しく思い出に残っています。 

思い返すとたくさんの思い出が思い出されます。 

ゆっくり休んでください。天国から見守ってください。 

さようなら 勝君 

（平成 29 年 8 月 30 日 松本ろう学校同級生：竹川 泰浩） 

 

○○●●○○●●○○●●○○●● 

【あとがき】 

秋晴れの候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

夏季デフリンピック in トルコに出場した 3 名（藤川彩夏さん、中村晃大さん、中東郁葉 

さん）松本ろう学校出身として誇りに思います。 水泳選手の藤川さん、銅メダル獲得、本 

当におめでとうございます！ これからのますますのご活躍を期待しております！ 

さて、10 月 14 日・15 日に、はと祭がありますので是非お越しください。お待ちして 

おります。 

（内田記φ(^L^；） 


